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1学期が終わる     
校長  佐 藤  元 

 

75（１年生74日）日間の 1学期がもうすぐ終わります。始業式で、3年生には「絶対的存在感、圧倒的

存在感で全校をリードしてほしい。」 2年生には「3年生を支え、1年生を助けてやってほしい。また、あっと

いう間に全校をリードする立場になる。3 年生がどんな動きをし、どんな話をするのか、よく見ておいてほし

い。」 入学式で、1 年生には「一生懸命はカッコイイ。人を応援できる人に、人から応援される人に。頑張る

ときはいつも今。」という趣旨の話をしました。 

清掃、係活動、生徒会活動、授業、行事・・・。いろいろなことがありましたが、一人一人がおかれた立場、

任された役割をそれぞれ自覚し、責任をもって行動してきたおかげで、嬉しそうな笑顔がたくさん見られま

した。生徒会スローガン「最幸」に一歩も二歩も近づけたのではないでしょうか。特に、3 年生のリードは本

当に素晴らしかったです。いつも背中で語り、行動で範を示していました。3 年生、大きな行事の多い 2 学

期も、よろしくお願いします。 

さて、もうすぐ夏休み。いろいろとやりたいことがあると思います。みなさんにとって夏休みが充実した休

みになることを祈っています。 

 

 

 

 
 

12,13日の県大会（バスケットボール）で思ったこと 
 

７月１２、１３日 上越リージョンプラザでバスケットボールの県大会が行われました。京ヶ瀬中男子バスケ

ットボール部が、3位に入賞し、8月７、８日に福井で行われる北信越大会の出場を決めました。 

県大会に出場するだけでも大変なことなのに、県大会で入賞するのは極めて大変なこと。激戦に次ぐ激

戦を制し、見事に出場を決めたバスケットボール部のみなさん、本当におめでとうございます。 

さて、この 2日間の県大会で個人的に思ったことがいくつかあるのでちょっと紹介します。 

 

【どれだけ練習を重ねてきたんだ】 

見事なまでのチームプレーと個人技。「この子たちは、このプレーができるまで一体

どのくらい練習してきたんだ？」と思いながら応援していました。優れた技術と息のピ

ッタリ合ったチームプレー。私たちには想像できないほどの練習を積み重ねてきたか

らこそ、あの大舞台で、プレッシャーのかかる試合で、見事なプレーができたのだと思

います。 

 

【どれだけ体を張って頑張ってきたんだ】 

3 位決定戦の試合途中、メンバーの一人が負傷しました。そのメンバーの足を見た時に思ったことです。

たくさんのあざがあったのです。互いにギリギリの中でせめぎ合い、ぶつかり合ってできたあざだと思いま

す。常に体を張って、練習、試合に臨んできたことがわかりました。 

～https://kyogase-jhs.edumap.jp/～ 

〒959-2123 
阿賀野市姥ヶ橋739 

  ℡ 0250-67-2004 
 

 

※ 事件や事故に巻き込まれないようにしてください。SNSのトラブル、水難事故、交通事故・・・。 

スマホをいじりながら自動車を運転している人、本当に多いです。恐ろしいです。 

 
 



【どれだけ悔しい思いを重ねてきたんだ】 

  勝っている時も、負けている時も、競っている時も、常に顔を上げて前を見続けて、ひたむきに戦う姿。 ３

位までの道のりは、おそらくですが順風満帆ではなかったはずです。これまで、悔しい思い、苦しい思いを

たくさんしてきたのではないでしょうか。だからこそ、どんなに苦しい場面でも頑張れたのだと思います。 

  お互いにギリギリの中で必死にボールを追いかける中で生じるファール。相手とぶつかった時、相手が

倒れた時、すぐに相手を気遣って手を差し伸べたり、謝ったりする場面を何度も見かけましたし、その逆の時

は、「大丈夫だよ」と笑顔で返している場面も何度も見かけました。やはり、たくさんの悔しい場面を経験し

てきたからこそ相手の気持ちが理解でき、どんな時も紳士的な態度でプレーができるのだと思いました。 

 

【どれだけバスケが好きなんだ】 

  「さあもうすぐ試合だ」という試合直前のアップ。準決で両津中・佐渡中等教育学校チームに負けた後の

アップでも、楽しそうに、本当に楽しそうにアップをしていました。「あぁ、この子たちは本当にバスケが好き

なんだなぁ。」と思いましたし、一緒にがんばってきた「この仲間が好きなんだなぁ。」とも思いました。 

 

これ以外にもまだまだたくさんのことを思いましたが、ここまでにします。とにかく、すごい戦いぶりでし

た。たくさんの元気と勇気と感動をもらいました。心から感謝します。ありがとうございました。  

 

【番外編】 

大会会場に車で向かう途中、昼食を食べようと高速道路のサービスエリアの食堂に入った時のことで

す。どの席も親子連れで一杯でした。一人で食事をしながらふと周りを見渡すと、一人一人がスマホやゲ

ーム機をいじってばかりで、ほとんどしゃべらない家族の多さに気付きました。食事を待っている時も、食べ

ている時も、終わった時も、スマホやゲーム機から目を離さないのです。 「えっ？」と、 ビックリするくらい小

さい子まで。「おいしいね。」「それおいしそう。それ食べたいな。」「あれが佐渡だよ。」「混んでるね。」・・・。 

全く会話無し！ 日本は一体この先どうなるんだ（大げさでしょうか。でも、やっぱり、本当に変ですよ。）と思

いました。みなさんの家族はいかがですか？ 会話、ありますか？ 

 

もうすぐ夏休み。時間も心も普段よりは少しは余裕があると思います。スマホやゲーム機から少し距離を

おいて、今しかできない、今すべき話を家族でしてほしいと思います。特に進路選択を間近に控えている 3

年生は。中学生の時に親と話したこと、親から教えてもらったこと、私は今でも覚えています。大事にしてい

ます。生きる指針になっています。 

 

＜栄光の記録＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通信陸上大会新潟県大会 陸上競技  7/5 デンカビッグスワン 】 

1年女子100m  Hさん 13.76 

 【県総合体育大会 バレーボール女子（笹神VC） 7/5 柏崎総合体育館】 

２回戦 対TOS ２－０   準々決勝 対柿崎中 ０－２ 

  

【県総合体育大会 柔道 7/20 謙信公武道館】 

Hさん 1回戦惜敗 

細貝心暖 

【県総合体育大会 バスケットボール男子 7/12,13 上越リージョンプラザ】 

１回戦 対石山 65-34   2回戦 対東石山中 ６５－４６ 準決勝 両津・佐渡中等  ４９－５５ 

北信越代表決定戦 対Tsumari Azars ５１－５０  3位 北信越大会出場 

  

【県総合体育大会 陸上競技  7/１９ 柏崎市陸上競技場 】 

共通女子100m  Sさん 13.67(自己ベスト) 

Jikobesuto  

 

【下越地区吹奏楽コンクール 7/１９ 新潟テルサ】 

銅賞  

 


